
ニーズ調査の結果
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第１章 調査実施の概要 

１ 調査の目的 

平成 24 年８月に、一人ひとりの子どもが健やかに成長することができる社会の実

現に寄与することを目的とする「子ども・子育て支援法」が成立し、新しい「子ども・

子育て支援制度」が施行されます。 

新しい制度では、これまで以上に安心して子どもを生み育てられる環境を整備して

いくために「質の高い幼児期の学校教育・保育の一体的な提供」や「地域における子

育て支援の充実」「保育の量的拡大」を図る必要があることから、幼児期の学校教育

や保育、子育て支援などに関するニーズを把握し、適切なサービスの確保を行うこと

を目的とした事業計画の策定が自治体に義務化されました。 

そのため、寒河江市においても他自治体と同様に、子ども・子育て支援法の基本理

念や子ども・子育ての意義を踏まえて、今後５年間の事業計画を作成することになり

ました。このような状況により、事業計画の策定に必要な情報を得るため、子育て家

庭ニーズの動向分析等を行い、市の現状と今後の子ども・子育て支援における課題を

整理することを目的としたアンケート形式によるニーズ調査を実施しました。 

 

 

２ 調査の設計 

調査票は調査対象者別に作成しており、２種類の調査票の趣旨は次のとおりです。 

 

（１）調査票の種類と調査対象者等 

調査対象者別の調査内容は、以下のとおりです。 

図表 1.1 調査の実施方法 

①調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（就学前児童用）」 

 調査対象者 就学前児童を持つ保護者 

 調査件数 1,000 件 

 調査内容 

家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、定期的な教育・保
育事業の現状・利用意向、地域の子育て事業の現
状・利用意向、育児休業の現状・利用意向に関する
設問 

②調査票「子ども・子育て支援事業に関するニーズ調査（小学生用）」 

 調査対象者 小学校児童を持つ保護者 

 調査件数 500 件 

 調査内容 
家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、放課後の過ごし方

に対する希望に関する設問 
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３ 調査の実施方法と配布・回収状況 

（１）調査時期と調査方法 

子ども・子育て支援ニーズ調査は、平成 25 年 11 月 18 日～12 月３日にかけ

て実施しました。 

「就学前児童の保護者」に対する調査は、幼稚園・認可保育所等を利用してい

る就園児には、施設を通して調査票を配布・回収しました。また、認可外保育施

設入所児童および未就園児の保護者には、郵送により調査票を配布・回収しまし

た。 

また、「小学校児童の保護者」の調査方法について、市立小学校に通学している

小学１～３年生の保護者に、小学校を通して調査票を配布・回収しました。 

（２）調査の配布・回収状況からみた調査信頼度 

調査によるそれぞれの配布・回答状況は、以下のとおりです。 

ニーズ調査では、各種の教育・保育事業のニーズ量を推計することから、調査

の信頼度（95％）が求められています。今回の調査では、信頼度の必要サンプル

数を上回る 0～2 歳で 300 人、3～5 歳で 468 人、年齢について無回答 14 人、

6～8 歳で 4６0 人から回答をいただきました。 

図表 1.2 調査票の配布・回収状況 

調査対象者区分 就学前児童の保護者 小学校児童の保護者 

地域 配布数 回収数 回収率 配布数 回収数 回収率 

市全域 1,000 人 782 人 78.2％ 500 人 460 人 92.0％ 

 

図表 1.3 調査の信頼度 

 就学前児童の保護者 小学校児童の保護者 

年齢階級 対象者数 回収数 
必要サン
プル数 

対象者数 回収数 
必要サン
プル数 

市全域（0～2 歳） 1,025 人 300 人 280 人    

市全域（3～5 歳） 1,059 人 468 人 282 人    

市全域（6～8 歳）    1,128 人 460 人 287 人 

■社会調査信頼度 95％の計算式 

            Ｎ 

      Ｅ ２ N - １ 

      ｋ  P(１ - Ｐ) 

 
※ｎ：サンプル数 

Ｎ：全体の人数（母集団） 
Ｅ：許容できる誤差の範囲 
Ｐ：母比率   ＝ 0.5 （50％のときに最大のサンプル数となるため） 
ｋ：信頼度係数＝ 1.96 （通常、信頼度 95％を基準とするため） 

 

＋ １ × 

ｎ ＝ 
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8.9

8.4

7.7

6.1

6.7

7.8

8.7

3.4

6.1

8.6

9.4

9.3

8.7

2.1

3.1

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=4,491人

小学校児童

n=2,413人

４ 報告書の見方について 

国資料は「就学前児童」と「就学児童」の名称を使用していますが、この報告書で

は違いを明確にするため、「就学児童」を「小学校児童」と表記しています。 

 

（１）年齢・学年の定義 

就学前児童・小学校児童の年齢定義は、ニーズ調査において誕生日の年月を回

答しているため、下表による年齢区分により集計を行いました。 

図表 1.4 ニーズ調査における年齢・学年定義 

年齢区分 該当する生年月 年齢区分 該当する生年月 

０歳児 平成 24 年４月以降 ６歳児 平成 18 年４月～平成 19 年３月 

１歳児 平成 23 年４月～平成 24 年３月 ７歳児 平成 17 年４月～平成 18 年３月 

２歳児 平成 22 年４月～平成 23 年３月 ８歳児 平成 16 年４月～平成 17 年３月 

３歳児 平成 21 年４月～平成 22 年３月 ９歳児 平成 15 年４月～平成 16 年３月 

４歳児 平成 20 年４月～平成 21 年３月 10 歳児 平成 14 年４月～平成 15 年３月 

５歳児 平成 19 年４月～平成 20 年３月 11 歳児 平成 13 年４月～平成 14 年３月 

（注）調査期間【平成 25 年度】における年齢定義 

 

（２）電算処理の注意点 

調査結果の数値については小数点第２位以下を四捨五入しているため、内訳を

合計しても 100％に合致しない場合があります。 

 

（３）グラフの見方について 

 

問１[問１] 地域 

  

 

 

  

調査票「小学校児童の保護者」
の設問番号です。 

 

調査票「就学前児童の保護者」
の設問番号です。 
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５ 調査対象者の属性・家族状況 

（１）就学前児童の属性 

回答された 782件の就学前児童の属性は、以下のとおりです。 

 

 問 2 年齢 問 3 子どもの人数 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校児童の属性 

回答された 460件の小学校児童の属性は、以下のとおりです。 

 

 [問 2] 年齢 [問 3] 子どもの人数 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

12.7%

１歳

12.1%

２歳

13.6%

３歳

15.2%

４歳

20.5%

５歳

24.2%

無回答

1.8%

就学前児童

n=  782人

１人

30.4%

２人

45.8%

３人

20.7%

４人

2.0%

５人

0.4%

６人

以上

0.1%

無回答

0.5%

就学前児童

n=  782人

１年生

32.4%

２年生

28.7%

３年生

34.6%

４年生

0.2%

５年生

0.2%
６年生

0.7%

無回答

3.3%

小学校児童

n=  460人

１人

13.7%

２人

54.1%

３人

26.7%

４人

3.3%

５人

0.2%

６人以

上

0.2% 無回答

1.7%

小学校児童

n=  460人
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（３）居住地域の状況 

回答者が居住している地域の状況は、以下のとおりです。 

 

問 1[問 1] 地域（市全域） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）調査回答者の状況と配偶者有無 

この調査の回答者は、以下のとおりです。 

 問 4 調査回答者（就学前児童）  問 5 配偶者の有無（就学前児童） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [問 4] 調査回答者（小学校児童）  [問 5] 
配偶者の有無（小学校児童） 

 

 

 

 

 

  

母親

89.9%

父親

9.8%

その他

0.0% 無回答

0.3%

就学前児童

n=  782人

夫又は妻

がいる

94.1%

夫又は妻

はいない

5.4%

無回答

0.5%

就学前児童

n=  782人

母親

87.6%

父親

11.1%

その他

0.2% 無回答

1.1%

小学校児童

n=  460人

19.4

19.8

26.7

26.7

11.4

14.1

13.8

12.6

10.9

10.2

5.2

3.5

2.0

3.0

5.8

5.4

2.8

2.6

1.9

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

小学校児童

n=  460人

寒河江地区（寒河江小学校学区） 寒河江地区（寒河江中部小学校学区）

南部地区 西根地区

柴橋地区 高松地区

醍醐地区 白岩地区（田代、幸生地区を含む）

三泉地区 無回答

夫又は妻

がいる

88.0%

夫又は妻

はいない

10.4%

無回答

1.5%

小学校児童

n=  460人
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６ 利用できる子育て支援サービスの種類 

寒河江市の子育て家庭が現在利用できる環境にある、子育て支援サービスは下表の

とおりです。 
 

図表 1.5 寒河江市で利用できる環境にある教育・保育事業と地域の子育て支援事業 

分類 子育て支援サービス名 事業の説明 

(1)幼児期の教育・保育事業 

 ①幼稚園（標準時間利用） ・通常の就園時間を利用 

 ②幼稚園の預かり保育 
・通常の就園時間を延長して預かる事業のう

ち、定期的な利用のみ 

 ③認可保育所 
・国が定める最低基準に適合した施設で都道

府県等の許可を受けたもの 

 ④事業所内保育 ・企業が主に従業員用に運営する施設 

 ⑤その他認可外保育施設 ・認可外の保育所施設 

(2)地域の子育て支援事業  

 
①地域子育て支援拠点事業 

・親子が集まって過ごしたり、相談したり、

情報提供を受けたりする場で、「つどいの広

場」「子育て支援センター」等と呼ばれる 

 ②妊婦健診 
・母親とおなかの赤ちゃんの健康を守り、妊

娠の状況をチェックする健診 

 
③乳児家庭全戸訪問事業 

・生後 4 か月までの乳児のいる家庭を訪問し、

育児に関する不安や悩みの相談に応じ、子

育て支援の情報提供などを行う事業 

 
④養育支援訪問事業 

・様々な理由で子どもの養育支援を必要とす

る家庭に、保健師などを派遣し、育児や家

事の手助けや教えたりする事業 

 
⑤子育て短期支援事業 

・保護者が病気や仕事、出産、育児疲れなど

で一時的に養育ができなくなった子どもを

児童養護施設等で預かる事業(宿泊を伴う） 

 ⑥ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業 ・地域住民が子どもを預かる事業 

 
⑦一時預かり事業 

・保護者が断続的な就労や疾病・災害・看護・

冠婚葬祭など、一時的に保育が必要な場合

に子どもを預かる事業 

 ⑧延長保育事業 
・保護者の就労形態等の事情により、子ども

を通常の保育時間を超えて保育する事業 

 
⑨放課後児童クラブ 

・労働などの事情により昼間保護者が家庭に

いない小学校の児童を対象に、放課後や長

期休暇中、保護者に代わって行う保育事業 

 

 

－ 93－



92 

第２章 子育て家庭を取り巻く環境 

１ 子育ての環境について 

（１）主な保育者と親族等協力者の状況 

主な保育者の状況をみると、就学前児童では「父母ともに」（47.2％）と「主

に母親」（45.5％）が大半を占めています。小学校児童でも「父母ともに」（47.4％）

と「主に母親」（44.3％）と同じような傾向となっています。 

子育てに影響を与える環境は、「家庭」（93.9％）が最も多く、次いで保育所

（46.2％）、幼稚園（41.3％）の順となっています。 

 

問 6[問 6] 主な保育者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 子育てに影響を与える環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.2

47.4

45.5

44.3

0.8

1.7

5.4

4.1

0.8

0.4

0.4

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

小学校児童

n=  460人

父母ともに 主に母親 主に父親 主に祖父母 その他 無回答

93.9

28.8

41.3

46.2

8.4

2.0

0.3

0% 25% 50% 75% 100%

家庭

地域

幼稚園

保育所

認可外保育施設

その他

無回答

就学前児童

n=  782人
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主な親族等協力者の状況をみると、「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」（53.2％）が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる」（47.1％）の順となっています。 

祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考えに対して、「祖父母等の親族

の身体的・精神的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみ

てもらえる」という方（51.5％）がいる一方で、祖父母の身体的・精神的な負担

を心配しながらも子どもを見てもらっている方（50.7％）もいます。また、友人・

知人に預かってもらうことへの考えに対して、「友人・知人の親族の身体的・精神

的な負担や時間的制約を心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」と

いう方（38.5％）がいる一方で、友人・知人の身体的・精神的な負担を心配しな

がらも子どもを見てもらっている方（35.9％）もいます。 

 

問 8 主な親族等協力者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8-1 祖父母等の親族に子どもをみてもらうことへの考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.5

21.6

29.1

30.4

13.2

3.8

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族の身体的・精神的な負担や

時間的制約を心配することなく、

安心して子どもをみてもらえる

祖父母等の親族の身体的負担が

大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答
就学前児童

n=  717人

47.1

53.2

0.9

4.6

6.9

0.8

0% 25% 50% 75% 100%

日常的に祖父母等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には

祖父母等の親族にみてもらえる

日常的に子どもを預けられる

友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもを

みてもらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

就学前児童

n=  782人
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問 8-2 友人・知人に預かってもらうことへの考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）子育てに関する相談者の状況 

気軽に相談できる人の有無をみると、「いる／ある」（90.7％）が大半を占めて

います。気軽にできる相談者の状況は、「祖父母等の親族」（84.6％）、「友人や知

人」（76.0％）、「保育所」（21.3％）、幼稚園（20.0％）の順となっています。 

 

問 9 気軽に相談できる人の有無 問 9-1 気軽にできる相談者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる/

ある

90.7%

いない

/ない

5.1%

無回答

4.2%

就学前児童

n=  782人

38.5

5.1

30.8

53.8

7.7

10.3

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

友人・知人の身体的・精神的な負担や

時間的制約を心配することなく、安心して

子どもをみてもらえる

友人・知人の身体的負担が

大きく心配である

友人・知人の時間的制約や

精神的な負担が大きく心配である

自分たち親の立場として、

負担をかけていることが心苦しい

子どもの教育や発達にとってふさわしい

環境であるか、少し不安がある

その他

無回答

就学前児童

n=   39人

84.6

76.0

7.5

4.2

1.3

21.3

20.0

3.9

0.1

6.9

3.7

2.1

2.5

0.1

0% 25% 50% 75% 100%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

ゆめはーと寒河江

（総合子どもセンター）

保健所

保育所

幼稚園

認可外保育施設

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

ハートフルセンター

保健師

その他

無回答

就学前児童

n=  709人
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２ 保護者の就労状況 

（１）母親の就労状況 

母親の就労状況をみると、就学前児童では「フルタイムで就労している」

（43.2％）をはじめ８割近くの方が就労し、「産休・育休・介護休業中である」

が 8.2％となっています。 

小学校児童についても「フルタイムで就労している」（54.1％）をはじめ、８

割以上の方が就労しています。「産休・育休・介護休業中である」が 0.2％となり、

前者よりも少なくなっています。 

 

問 11(1)[問 7(1)] 母親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.2

54.1

7.2

0.2

22.4

27.6

1.0

23.7

13.3

1.9

1.3

0.6

3.5

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

小学校児童

n=  460人

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

－ 97－



 

98 

母親の就労日数・就労時間をみると、就学前児童では「５日」（65.7％）、「８

－９時間」（53.2％）、小学校児童では「５日」（67.1％）、「８－９時間」（50.9％）

が最も多いですが、両者ともに「6 日以上」もそれぞれ 20％以上います。 

母親の出勤時間について、就学前児童では「７時台」（40.9％）、「８時台」

（32.1％）、「9 時台」（8.3％）、小学校児童も同様に「７時台」（39.5％）、「８

時台」（32.9％）、「9 時台」（8.5％）の順に多くなっています。 

また帰宅時間について、就学前児童では「18－19 時台」（49.7％）、「16－

17 時台」（17.2％）、小学校児童も同様に「18－19 時台」（41.9％）「16－17

時台」（19.9％）、の順に多く、両者ともに 20 時以後の帰宅は 6.0％台となって

います。 

 

問 11(1)-1[問 7(1)-1] 母親の就労日数・就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.3 1.6 1.6
4.7

65.7

25.5

0.70.0 0.8 1.1

5.8

67.1

23.9

1.3

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=  577人

小学校児童

n=  377人

2.9

13.0

17.2

53.2

10.2

2.3 1.2

2.9

15.6
15.4

50.9

10.1 2.9 2.1

0%

25%

50%

75%

100%

４

時

間

未

満

４

｜

５

時

間

６

｜

７

時

間

８

｜

９

時

間

10

｜

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  577人

小学校児童

n=  377人

－ 98－
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13.1

8.7

32.2

26.8

36.6

52.8

2.7

2.4

15.3

9.4

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  183人

小学校児童

n=  127人

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

0.7

3.1

40.9

32.1

8.3

6.9

8.01.1
2.1

39.5 32.9

8.5

6.6

9.3

0%

25%

50%

75%

100%

６

時

以

前

６

時

台

７

時

台

８

時

台

９

時

台

10

時

以

後

無

回

答

就学前児童

n=  577人

小学校児童

n=  377人

問 11(1)-2[問 7(1)-1] 母親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11(1)-2[問 7(1)-1] 母親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向をみると、就学前児童ではフ

ルタイム勤務を希望する方は 45.3％いますが、実現できる見込みのある方は

13.1％に留まっています。 

一方、小学校児童でもフルタイム勤務を希望する方は 35.5％いますが、実現

できる見込みのある方は、前者と同様で 8.7％に留まっています。 

 

問 12(1)[問 8(1)] 母親のパートタイムからフルタイム勤務への意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.7 10.2
17.2

49.7

5.4

0.9
8.0

10.3 11.9 
19.9 

41.9 

5.0 
1.3 

9.5 

0%

25%

50%

75%

100%

12

時

以

前

12

｜

15

時

台

16

｜

17

時

台

18

｜

19

時

台

20

｜

21

時

台

22

時

以

後

無

回

答

就学前児童

n=  577人

小学校児童

n=  377人

－ 99－
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０～３

歳

41.7%

４～５

歳

16.7%６～８

歳

8.3%

９～11

歳

33.3%

小学校児童

n=   12人

15.5

14.9

35.0

17.9

29.0

40.3

20.5

26.9

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  200人

小学校児童

n=   67人

子育てや家事などに

専念したい

１年より先、一番下の

子どもが何歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい
無回答

就労していない母親の今後の就労希望をみると、就学前児童では就労したい方

が 64.0％おり、その内訳は「１年より先、一番下の子どもが何歳になったころ

に就労したい」（35.0％）、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

（29.0％）、就労形態は「パートタイム、アルバイト等」（32.8％）、「フルタイ

ム」（18.0％）となっています。就労時期となる子どもの年齢としては「０～３

歳」（58.6％）、「4～5歳」（21.4％）、「6～8歳」（8.6％）の順となっています。 

小学校児童では就労したい方が 58.2％で、その内訳は「すぐにでも、もしく

は 1年以内に就労したい」（40.3％）、「1年より先、一番下の子どもが何歳にな

ったころに就労したい」（17.9％）、就労形態は「パートタイム、アルバイト等」

（46.2％）、「フルタイム」（17.9％）となっています。就労時期となる子どもの

年齢としては「０～３歳」（41.7％）、「９～11歳」（33.3％）、「4～5歳」（16.7％）

の順となっています。 

 

問 13(1)[問 9(1)] 就労していない母親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          一番下の子の年齢 

 

 

                          一番下の子の年齢 

 

 

        母親の希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～３

歳

58.6%

４～５

歳

21.4%

６～８

歳

8.6%

９～11

歳

8.6%

無回答

2.9%

就学前児童

n=   70人

18.0

17.9

32.8

46.2

49.2

35.9

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  128人

小学校児童

n=   39人

フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答

 

100 

０～３

歳

41.7%

４～５

歳

16.7%６～８

歳

8.3%

９～11

歳

33.3%

12歳

以上

0.0%

無回答

0.0%

小学校児童

n=   12人

15.5

14.9

35.0

17.9

29.0

40.3

20.5

26.9

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  200人

小学校児童

n=   67人

子育てや家事などに

専念したい

１年より先、一番下の

子どもが何歳に

なったころに就労したい

すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい

無回答

就労していない母親の今後の就労希望をみると、就学前児童では就労したい方

が 64.0％おり、その内訳は「１年より先、一番下の子どもが何歳になったころ

に就労したい」（35.0％）、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」

（29.0％）、就労形態は「パートタイム、アルバイト等」（32.8％）、「フルタイ

ム」（18.0％）となっています。就労時期となる子どもの年齢としては「０～３

歳」（58.6％）、「4～5 歳」（21.4％）、「6～8 歳」（8.6％）の順となっています。 

小学校児童では就労したい方が 58.2％で、その内訳は「すぐにでも、もしく

は 1 年以内に就労したい」（40.3％）、「1 年より先、一番下の子どもが何歳にな

ったころに就労したい」（17.9％）、就労形態は「パートタイム、アルバイト等」

（46.2％）、「フルタイム」（17.9％）となっています。就労時期となる子どもの

年齢としては「０～３歳」（41.7％）、「９～11 歳」（33.3％）、「4～5 歳」（16.7％）

の順となっています。 

 

問 13(1)[問 9(1)] 就労していない母親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          一番下の子の年齢 

 

 

                          一番下の子の年齢 

 

 

        母親の希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

  

０～３

歳

58.6%

４～５

歳

21.4%

６～８

歳

8.6%

９～11

歳

8.6%

12歳

以上

0.0%

無回答

2.9%

就学前児童

n=   70人

18.0

17.9

32.8

46.2

49.2

35.9

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  128人

小学校児童

n=   39人

フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答

－ 100 －



 

101 

母親の希望 する就労形 態をみると 、就学前児 童では就労 日数 が「５ 日 」

（57.1％）、「３日」「４日」（各 16.7％）、就労時間「４－５時間」（90.5％）が

大半を占めています。 

小学校児童も同様に、就労日数が「５日」（50.0％）、「３日」「４日」（各 22.2％）、

就労時間が「４－５時間」（88.9％）となっています。 

 

問 13(1)[問 9(1)] 母親の希望就労日数と希望就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0
4.8

16.7 16.7

57.1

2.4 2.4

0.0

0.0

22.2 22.2

50.0

0.0
5.6

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=   42人

小学校児童

n=   18人

2.4

90.5

2.4 0.0 0.0 0.0
4.85.6

88.9

0.0
0.0 0.0 0.0 5.6

0%

25%

50%

75%

100%

４

時

間

未

満

４

｜

５

時

間

６

｜

７

時

間

８

｜

９

時

間

10

｜

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   42人

小学校児童

n=   18人

－ 101 －
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（２）父親の就労状況 

父親の就労状況をみると、就学前児童では「フルタイムで就労している」

（88.4％）が最も多くなっています。 

小学校児童も同様に、「フルタイムで就労している」（82.8％）が最も多くなっ

ています。 

 

問 11(2)[問 7(2)] 父親の就労状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

88.4

82.8

0.8 

0.7 0.2 

0.6

0.7

10.2

15.7

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

小学校児童

n=  460人

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答

－ 102 －
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父親の就労日数・就労時間をみると、就学前児童では「５日」（44.5％）、「８

－９時間」（45.3％）が最も多く、小学校児童も同様に「５日」（45.7％）、「８

－９時間」（41.0％）となっています。 

父親の出勤時間について、就学前児童では「７時台」（46.8％）、「８時台」

（17.5％）、「６時台」（16.1％）、小学校児童も同様に「７時台」（50.6％）「８

時台」（15.6％）、「６時台」（13.0％）の順となっています。 

また帰宅時間について、就学前児童・小学校児童ともに「18－19時台」が最

も多く、次いで「20－21時台」、「12時以前」となっています。両者ともに 22

時以降の帰宅は 8.0％台となっています。 

 

問 11(2)-1[問 7(2)-1] 父親の就労日数・就労時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.7 0.0

0.7

45.3

26.8 23.8

2.6

1.3 0.3

0.3

41.0
34.8

18.7
3.6

0%

25%

50%

75%

100%

４

時

間

未

満

４

｜

５

時

間

６

｜

７

時

間

８

｜

９

時

間

10

｜

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  697人

小学校児童

n=  385人

0.7

0.3

0.7

1.1

44.5
51.2

1.4

0.5

0.3

0.3

2.1

45.7
49.9

1.3

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日以上 無回答

就学前児童

n=  697人

小学校児童

n=  385人

－ 103 －
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問 11(2)-2[問 7(2)-1] 父親の出勤時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11(2)-2[問 7(2)-1] 父親の帰宅時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親のパートタイムからフルタイム勤務への意向をみると、就学前児童ではフ

ルタイム勤務を希望する方は 50.0％いますが、実現できる見込みのある方は

33.3％に留まっています。 

小学校児童も同様に、フルタイム勤務を希望する方は 50.0％いますが、実現

できる見込みのある方は半数となっています。 

 

問 12(2)[問 8(2)] 父親のパートタイムからフルタイム勤務への意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.3

25.0

16.7

25.0

33.3 16.7

50.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    6人

小学校児童

n=    4人

フルタイムへの転換希望があり、

実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、

実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて

子育てや家事に専念したい

無回答

3.3

16.1

46.8

17.5

2.6
3.7

10.05.2 13.0 

50.6 

15.6 

2.1 
3.9 9.6 

0%

25%

50%

75%

100%

６

時

以

前

６

時

台

７

時

台

８

時

台

９

時

台

10

時

以

後

無

回

答

就学前児童

n=  697人

小学校児童

n=  385人

11.0

1.4

6.3

40.2

22.5
8.2 10.3

11.7
1.6

6.0

37.4
25.7

8.1 9.6

0%

25%

50%

75%

100%

12

時

以

前

12

｜

15

時

台

16

｜

17

時

台

18

｜

19

時

台

20

｜

21

時

台

22

時

以

後

無

回

答

就学前児童

n=  697人

小学校児童

n=  385人

－ 104 －
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40.0 60.0

66.7 33.3

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    5人

小学校児童

n=    3人

子育てや家事などに

専念したい

１年より先、一番下の

子どもが何歳に

なったころに就労したい
すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい
無回答

就労していない父親の今後の就労希望をみると、就学前児童では就労したい方

が 60.0％おり、全員が「すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい」と回答

し、就労形態は「フルタイム」（66.7％）となっています。 

小学校児童も同様に、就労したい方が 66.7％おり、その全員が「すぐにでも、

もしくは 1年以内に就労したい」と回答しています。就労形態についても全員が

「フルタイム」を希望しています。 

 

問 13(2)[問 9(2)] 就労していない父親の今後の就労希望と就労希望時の末子の年齢 

 

 

 

 

 

 

就学前児童の該当者は 

ありません。 

 

                          一番下の子の年齢 

 

 

 

                          一番下の子の年齢 

 

小学校児童の該当者は 

ありません。 

        父親の希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.7

100.0

33.3

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    3人

小学校児童

n=    2人

フルタイム パートタイム、アルバイト等 無回答

－ 105 －
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30.6

2.7

39.3

0.3

****

0.0

0.9

0.3

4.9

0.0

0.4

0.9

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

幼稚園

幼稚園の預かり保育

保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

その他認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

その他

無回答

就学前児童

n= 782人

第３章 子育て支援サービスの現状と今後の利用希望 

１ 平日の定期的な教育・保育事業の現状と今後の利用希望 

（１）平日の定期的な教育・保育事業（全体） 

定期的な教育・保育事業（全体）の利用状況について、利用している就学前児

童は 76.9％となっています。 

利用中の事業としては、「保育所」（39.3%）、「幼稚園」（30.6％）、「その他認

可外の保育施設」（4.9％）、「幼稚園の預かり保育」（2.7％）、の順となっています。 

一方、今後の利用希望では「その他認可外の保育施設」を除く、すべての教育・

保育事業において増加しています。 

 

問 14 定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-1 利用中の定期的な教育・保育事業 問 15 希望する定期的な教育・保育事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用中の定期的な教育・保育事業の割合は、希望と同じ母数の 782人としました。 

  

51.9

15.2

54.9

9.7

3.6

1.7

2.9

1.3

4.6

2.2

7.8

1.4

4.2

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

利用

している

76.9%

利用して

いない

21.9%

無回答

1.3%

就学前児童

n=  782人
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33.0 

48.7 

48.6 

32.9 

44.1 

14.1 

42.7 

13.3 

2.8 

2.9 

0% 25% 50% 75% 100%

教育や保育の理念、考え方

教育や保育の内容、質

子どもを預かる時間

利用料

小学校の学区や近所の

子どもと同じところ

送り迎えのあるところ

送り迎えに便利なところ

施設設備の状況

その他

無回答

就学前児童

n=  782人

問 15-1 教育・保育事業の選択条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な教育・保育事業（全体）の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみる

と、利用では「５日」（75.9%）、「６日」（21.6%）の順となり、希望も同様に

「５日」（45.9%）、「６日」（29.3%）の順となっています。 

また、利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「７時間」（25.6%）、

「６時間」（17.8%）、「９時間」（17.0%）の順となり、希望では「６～７時間」

がやや減少していますが「無回答」が 24.3％となっています。 

 

問 14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)(2) 定期的な教育・保育事業の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

  

 

 

 

  

0.0

0.2

0.0

0.5

75.9

21.6

0.2 1.7

0.0

0.0

0.3

0.2

45.9

29.3

0.8

23.5

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

・利用日数

n=  601人

就学前児童

・希望日数

n=  601人

0.2 0.3 0.2 0.0
1.5

17.8
25.6

15.8
17.0 14.5

3.2 0.8 3.20.0 0.3 0.2 0.0 0.7
7.3 12.5

20.1

14.0 11.5 5.0 4.2

24.3

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

・利用時間

n=  601人

就学前児童

・希望時間

n=  601人

－ 107 －
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定期的な教育・保育事業（全体）の利用開始時間と利用終了時間をみると、開

始時間は「８時台」（55.1%）、「９時台」（27.6%）、「７時台」（13.8%）の利

用順となり、終了時間は「14 時台」～「16 時台」までが 51.2％、「17 時台」

（22.0%）、「18 時台」（16.0%）の利用となっています。利用時間と希望時間

との差は、希望終了時間で「19 時台」「20 時台」が増加していることから、一

部の利用者に時間延長の希望がうかがえます。 

 

 問 14-2(1) 利用開始時間 問 14-2(2) 希望開始時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 14-2(1) 利用終了時間  問 14-2(2) 希望終了時間 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.5

0.7

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.7

10.8

20.0

17.1

15.5

6.0

0.8

0.2

24.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  601人

0.0

0.0

13.8

55.1

27.6

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  601人

6.2

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

1.3

32.4

17.5

22.0

16.0

1.2

0.0

0.0

2.7

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  601人

0.0

0.2

14.6

41.8

18.1

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

24.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  601人

－ 108 －
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寒河江市

内

91.7%

市外

3.8%

無回答

4.5%

就学前児童

n=  601人

定期的な教育・保育事業（全体）の教育・保育の実施場所をみると、「寒河江市

内」（91.7％）と回答し、ほとんどの方が市内の施設を利用しています。 

 

問 14-3 教育・保育の実施場所 

  

 

 

 

 

 

  

－ 109 －
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（２）幼稚園 

幼稚園の年齢別利用者数をみると、５歳（93 人）、４歳（69 人）、３歳（54

人）、２歳（15人）、０歳（１人）の順に利用されています。 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（86.6％）が最も多く、次

いで「子育て（教育を含む）している方が現在就労している」（42.3％）となっ

ています。 

 

問 14-1 幼稚園の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4 幼稚園を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

1人

２歳

15人

３歳

54人

４歳

69人

５歳

93人

無回答

7人

就学前児童

n= 239人

86.6

42.3

2.9

0.8

0.4

0.0

1.7

7.5

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=  239人

－ 110 －



109 

幼稚園の利用日数と希望日数（1週当たり）をみると、利用では「５日」（74.1%）

が大半を占め、希望も「５日」（44.8%）が最も多くなっています。 

また、利用時間と希望時間（1日当たり）について、利用では「６時間」（41.0%）、

「７時間」（36.0%）の順となっています。しかし、実際の利用よりも希望では

「８時間」以後が増加していることから、多くの利用者に長時間利用の希望がう

かがえます。 

 

問 14-2(1)(2) 幼稚園の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)(2) 幼稚園の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.0 0.0

0.4

74.1

22.2

0.4
2.9

0.0 0.0 0.0

0.0

44.8

33.1

0.0

22.2

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

・利用日数

n=  239人

就学前児童

・希望日数

n=  239人

0.0 0.4 0.4 0.0 2.9

41.0
36.0

4.2
5.9 3.3 0.4 0.0

5.4
0.0 0.4 0.4 0.0 1.7

16.3
17.6 20.9

9.6 5.4
3.8 0.8

23.0

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

・利用時間

n=  239人

就学前児童

・希望時間

n=  239人

－ 111 －
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6.7

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.7

23.4

21.3

11.3

9.2

3.3

0.0

0.0

22.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  239人

0.0

0.0

1.7

54.0

38.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  239人

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

69.0

3.3

5.9

4.6

0.0

0.0

0.0

4.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  239人

0.0

0.0

5.4

45.6

25.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

22.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  239人

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「８時台」（54.0%）、「９

時台」（38.9%）の順となり、終了時間は「15 時台」（69.0％）が７割近く、「17

時台」（5.9％）、「18 時台」（4.6％）の順となっています。一方、希望終了時間

で「16 時台」以後が実際の利用よりも増加していることから、多くの利用者に

時間延長の希望がうかがえます。 

 

 問 14-2(1) 利用開始時間 問 14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 14-2(1) 利用終了時間 問 14-2(2)-4.① 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－ 112 －
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（３）幼稚園の預かり保育 

幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数をみると、５歳（11人）、４歳（５人）、

３歳（３人、）2歳（２人）の順に利用されています。 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（76.2％）が最も多く、次

いで「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」（71.4％）とな

っています。 

 

問 14-1 幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4 幼稚園の預かり保育を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２歳

2人

３歳

3人

４歳

5人

５歳

11人

就学前児童

n= 21人

76.2

71.4

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=   21人
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（３）幼稚園の預かり保育 

幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数をみると、５歳（11 人）、４歳（５人）、

３歳（３人、）2 歳（２人）の順に利用されています。 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（76.2％）が最も多く、次

いで「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」（71.4％）とな

っています。 

 

問 14-1 幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4 幼稚園の預かり保育を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

0人
１歳

0人

２歳

2人

３歳

3人

４歳

5人

５歳

11人

無回答

0人

就学前児童

n= 21人

76.2

71.4

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答
就学前児童

n=   21人

－ 113 －
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幼稚園の預かり保育の利用日数と希望日数（１週当たり）をみると、利用は「５

日」（81.0%）、希望も「５日」（42.9%）が最も多くなっています。 

また、利用時間と希望時間（１日当たり）について、利用では「７時間」（23.8%）、

「６時間」「10時間」（各 19.0%）の順となっています。しかし、実際の利用よ

りも希望では「８時間」「９時間」「11 時間」が増加していることから、多くの

利用者に長時間利用の希望がうかがえます。 

 

問 14-2(1)(2) 幼稚園の預かり保育の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)(2) 幼稚園の預かり保育の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.0 0.0 0.0

81.0

14.3

0.0
4.8

0.0 0.0 0.0 0.0

42.9

33.3

0.0

23.8

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

・利用日数

n=   21人

就学前児童

・希望日数

n=   21人

0.0
4.8 4.8

0.0 0.0

19.0
23.8

9.5 9.5
19.0

0.0 0.0
9.5

0.0 4.8 4.8 0.0 0.0

4.8
9.5

19.0
14.3

4.8

19.0
0.0 19.0

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

・利用時間

n=   21人

就学前児童

・希望時間

n=   21人
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（３）幼稚園の預かり保育 

幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数をみると、５歳（11 人）、４歳（５人）、

３歳（３人、）2 歳（２人）の順に利用されています。 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（76.2％）が最も多く、次

いで「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」（71.4％）とな

っています。 

 

問 14-1 幼稚園の預かり保育の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4 幼稚園の預かり保育を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

0人
１歳

0人

２歳

2人

３歳

3人

４歳

5人

５歳

11人

無回答

0人

就学前児童

n= 21人

76.2

71.4

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答
就学前児童

n=   21人

－ 114 －



113 

0.0

0.0

9.5

57.1

19.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   21人

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

38.1

19.0

19.0

19.0

0.0

0.0

0.0

4.8

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   21人

0.0

0.0

9.5

52.4

9.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

19.0

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   21人

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「８時台」（57.1%）、「９

時台」（19.0%）の順となり、終了時間は「15時台」（38.1％）、「16時台」～

「18 時台」（各 19.0％）となっています。一方、希望終了時間で「19 時台」

以後が実際の利用よりもやや増加していることから、利用者に時間延長の希望が

うかがえます。 

 

 問 14-2(1) 利用開始時間 問 14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 14-2(1) 利用終了時間   問 14-2(2) 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.5

23.8

19.0

19.0

9.5

0.0

0.0

19.0

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   21人

－ 115 －
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（４）保育所 

保育所の年齢別利用者数をみると、5 歳（87 人）、4 歳（82 人）、３歳（53

人）、2歳（38人）、1歳（32人）、０歳（10人）の順に利用されています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）している方が現在就労している」

（84.7％）が最も多く、次いで「子どもの教育や発達のため」（60.6％）となっ

ています。 

 

問 14-1 保育所の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4 保育所を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

10人

１歳

32人

２歳

38人

３歳

53人
４歳

82人

５歳

87人

無回答

5人

就学前児童

n= 307人

60.6

84.7

5.9

1.0

1.0

0.0

0.7

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=  307人

－ 116 －
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保育所の利用日数と希望日数（１週当たり）をみると、利用では「５日」

（76.9%）、希望も「５日」（46.9%）が最も多くなっています。 

また、利用時間と希望時間（1 日当たり）について、利用では「８時間」（23.8%）、

「９時間」（23.5%）の順となっています。希望では「７時間」～「10 時間」

が減少していますが、「無回答」が 24.1％となっています。 

 

問 14-2(1)(2) 保育所の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)(2) 保育所の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.0 0.0 0.3

76.9

21.8

0.0 1.0

0.0 0.0 0.0 0.3

46.9

27.4

1.6

23.8

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

・利用日数

n=  307人

就学前児童

・希望日数

n=  307人

0.3 0.0 0.0 0.0
0.0

1.6

21.2 23.8 23.5 21.5

5.2
1.3 1.60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.3

9.8

19.9 17.3 16.6
5.5 5.5

24.1

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

無

回

答

就学前児童

・利用時間

n=  307人

就学前児童

・希望時間

n=  307人

－ 117 －
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1.6

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

20.8

20.2

20.8

6.5

1.6

0.0

24.8

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

0.0

0.0

21.8

56.4

20.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

3.6

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

8.5

29.3

32.2

21.5

2.0

0.0

0.0

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

0.0

0.3

20.2

41.0

13.4

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

24.8

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「８時台」（56.4%）、「7

時台」（21.8%）の順となり、終了時間は「17時台」（32.2％）、「16時台」（29.3％）

の順となっています。一方、希望終了時間で「19 時台」以後が実際の利用より

も増加していることから、一部の利用者に時間延長の希望がうかがえます。 

 

 問 14-2(1) 利用開始時間 問 14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 14-2(1) 利用終了時間  問 14-2(2) 希望終了時間 
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1.6

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

20.8

20.2

20.8

6.5

1.6

0.0

24.8

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

0.0

0.0

21.8

56.4

20.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

3.6

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

8.5

29.3

32.2

21.5

2.0

0.0

0.0

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

0.0

0.3

20.2

41.0

13.4

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

24.8

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  307人

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「８時台」（56.4%）、「7

時台」（21.8%）の順となり、終了時間は「17 時台」（32.2％）、「16 時台」（29.3％）

の順となっています。一方、希望終了時間で「19 時台」以後が実際の利用より

も増加していることから、一部の利用者に時間延長の希望がうかがえます。 

 

 問 14-2(1) 利用開始時間 問 14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 14-2(1) 利用終了時間  問 14-2(2) 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－ 118 －
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（５）その他認可外保育施設 

その他認可外保育施設の年齢別利用者数をみると、２歳（13 人）、１歳（11

人）、０歳（５人）、３・４歳（各４人）、５歳（１人）の順に利用されています。 

利用している理由は、「子育て（教育を含む）している方が現在就労している」

（86.8％）が最も多く、次いで「子どもの教育や発達のため」（34.2％）となっ

ています。 

 

問 14-1 その他認可外保育施設の年齢別利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-4 その他認可外保育施設を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

０歳

5人

１歳

11人

２歳

13人

３歳

4人

４歳

4人

５歳

1人
無回答

0人

就学前児童

n= 38人

34.2

86.8

5.3

2.6

0.0

0.0

5.3

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=   38人

－ 119 －
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その他認可外保育施設の利用日数と希望日数（1 週当たり）をみると、利用で

は「５日」（81.6%）、希望も「５日」（50.0%）が最も多くなっています。 

また、利用時間と希望時間（１日当たり）について、利用では「９時間」（34.2%）、

「８時間」「10 時間」（各 28.9%）の順となっています。希望では「８時間」～

「10 時間」が減少していますが、「無回答」が 23.7％となっています。 

 

問 14-2(1)(2) その他認可外保育施設の利用日数と希望日数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2(1)(2) その他認可外保育施設の利用時間と希望時間（１日当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.0 0.0 0.0

81.6

18.4

0.0 0.0

0.0 0.0

2.6

0.0

50.0

28.9

0.0
18.4

0%

25%

50%

75%

100%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

就学前児童

・利用日数

n=   38人

就学前児童

・希望日数

n=   38人

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

5.3

28.9
34.2

28.9

0.0 0.0 2.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 2.6

2.6

18.4 18.4
13.2

7.9
13.2

23.7

0%

25%

50%

75%

100%

１

時

間

２

時

間

３

時

間

４

時

間

５

時

間

６

時

間

７

時

間

８

時

間

９

時

間

10

時

間

11

時

間

12

時

間

以

上

無

回

答

就学前児童

・利用時間

n=   38人

就学前児童

・希望時間

n=   38人

－ 120 －



119 

0.0

0.0

23.7

55.3

15.8

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   38人

0.0

0.0

28.9

36.8

7.9

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

23.7

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   38人

 

利用開始時間と利用終了時間をみると、開始時間は「８時台」（55.3%）、「７

時台」（23.7%）、「９時台」（15.8%）の順となり、終了時間は「17時台」（42.1%）、

「18時台」（36.8%）、「16時台」（15.8%）となっています。一方、希望終了

時間で「19 時台」以後が実際の利用時間よりも増加していることから一部の利

用者に時間延長の希望がうかがえます。 

 

 問 14-2(1) 利用開始時間 問 14-2(2) 希望開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問 14-2(1) 利用終了時間 問 14-2(2) 希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.0

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.6

7.9

28.9

15.8

15.8

0.0

2.6

23.7

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   38人

2.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

15.8

42.1

36.8

0.0

0.0

0.0

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   38人

－ 121 －
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29.2

25.7

0.0

9.4

12.9

3.5

1.8

48.5

12.3

7.6

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人が

みている

近所の人や父母の友人・知人が

みている

利用したいが、保育所や幼稚園に

空きがない

利用したいが、保育料が高いなど経済

的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長保育等の

時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、

納得できる事業がない

子どもがまだ小さいため※

その他

無回答

就学前児童

n=  171人

（６）定期的な教育・保育の利用理由と未利用の理由 

定期的な教育・保育事業を利用している理由をみると、ほとんどが「子どもの

教育や発達のため」（69.4％）、「子育てをしている方が現在就労している」

（67.6%）、となっています。一方、利用しない理由は、「子どもがまだ小さいた

め」（48.5％）、「利用する必要がない」（29.2％）となっています。 

また、利用を希望する子供の年齢については「0～３歳」（85.5％）、「4～

5歳」（14.5％）となっています。 

 

問 14-4 定期的な教育・保育事業を利用している理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-5 定期的な教育・保育事業を利用しない理由 

 

問14-5 利用を希望する 

子どもの年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※（何歳くらいになったら利用しようと考えている） 

  

69.4

67.6

4.8

1.0

0.7

0.0

1.7

5.0

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が

現在就労している

子育て（教育を含む）をしている方が

就労予定がある／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が

家族・親族などを介護している

子育て（教育を含む）をしている方が

病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が

学生である

その他

無回答

就学前児童

n=  601人

０～３歳

85.5%

４～５歳

14.5%

就学前児童

n=  83人

－ 122 －
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（７）休日の教育・保育事業の利用意向 

土曜日の利用希望をみると、「ほぼ毎週利用したい」（19.7％）、「月に 1～2回は

利用したい」（30.1％）で、合わせて 49.8％となっています。 

また、希望開始時間は「８時台」（56.8%）、「7時台」（19.3%）、「9時台」

（18.8%）の順、終了時間は「18時台」（27.0%）、「17時台」（22.9%）、

「16時台」（11.1%）の順となっています。 

 

問 19(1) 土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19(1) 土曜日の利用希望開始時間 問 19(1) 土曜日の利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.3

0.0

19.3

56.8

18.8

1.0

0.3

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.3

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  389人

2.6

1.0

0.3

0.0

0.0

0.0

4.9

8.2

2.1

1.0

10.0

11.1

22.9

27.0

5.4

0.3

0.8

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  389人

利用する

必要はない

47.8%

ほぼ毎週

利用したい

19.7%

月に１～２回

は利用したい

30.1%

無回答

2.4%

就学前児童

n=  782人

－ 123 －
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利用する

必要はない

76.2%

ほぼ毎週

利用したい

3.6%

月に

１～２回は

利用したい

17.0%

無回答

3.2%

就学前児童

n=  782人

日曜・祝日の利用希望をみると、「月に 1～2 回は利用したい」（17.0％）、「ほぼ

毎週利用したい」（3.6％）で、合わせて 20.6％となっています。 

また、希望開始時間は「８時台」（57.1%）、「7時台」「9時台」（各 18.6%）

となり、終了時間は「18時台」（29.8%）、「17時台」（29.2%）、「16時台」

（12.4%）の順となっています。 

 

問 19(2) 日曜・祝日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19(2) 日曜・祝日の利用希望開始時間 問 19(2) 日曜・祝日の利用希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

0.0

18.6

57.1

18.6

1.2

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.7

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  161人

1.9

0.6

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

1.2

1.2

8.7

12.4

29.2

29.8

6.8

0.6

0.6

4.3

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  161人

－ 124 －
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土曜・日曜・祝日において「月に 1～2回は利用したい」方の理由をみると、「月

に数回仕事が入るため」（73.3%）、「平日に済ませられない用事をまとめて済ま

せるため」（25.7%）の順となっています。 

 

問 19-1 土曜・日曜・祝日「月に１～２回は利用者したい」方の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73.3

25.7

3.8

12.0

3.8

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が

入るため

平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため

親等、親族の介護や

手伝いが必要なため

その他

無回答

就学前児童

n=  292人

－ 125 －
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長期休暇中において教育・保育事業の利用希望（幼稚園利用者）をみると、「休み

の期間中、ほぼ毎日利用したい」（31.4%）、「休みの期間中、週に数日利用したい」

（33.1％）で、合わせて 64.5％となっています。 

また、希望開始時間は「８時台」（54.5%）、「９時台」（32.5%）で、終了時

間は「15時台」（31.8%）、「17時台」（18.8%）の順となっています。 

 

問 20 長期休暇中の教育・保育事業の利用希望（幼稚園利用者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 20 長期休暇中の希望開始時間 問 20 長期休暇中の希望終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

0.0

7.8

54.5

32.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

4.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  154人

6.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

1.9

1.9

4.5

31.8

15.6

18.8

10.4

1.9

0.0

0.6

4.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=  154人

利用する

必要はない

33.5%

休みの期間

中、ほぼ毎日

利用したい

31.4%

休みの期間

中、週に数日

利用したい

33.1%

無回答

2.1%

就学前児童

n=  239人

－ 126 －
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長期休暇中において「週に数日利用したい」方の理由をみると、「月に数回仕事

が入るため」（43.0%）、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」（40.5%）

の順に多くなっています。 

 

問 20-1 長期休暇中「週に数日利用したい」方の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.0

40.5

5.1

25.3

1.3

0% 25% 50% 75% 100%

月に数回仕事が

入るため

平日に済ませられない用事を

まとめて済ませるため

親等、親族の介護や

手伝いが必要なため

その他

無回答

就学前児童

n=  79人

－ 127 －



 

128 

（８）病児・病後児保育事業の潜在ニーズ 

病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったことの有無をみると、「あ

った」（78.7%）が約８割となっています。その際の対処方法は、「母親が休んだ」

（50.1%）、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（40.0%）、「父

親・母親のうち就労していない方が子どもをみた」（16.3%）の順となっています。 

父親が休んだ日数は「１日」（38.4%）、「2 日」（21.9%）、「３日」（15.1%）、

母親が休んだ日数は「５日」（16.9％）、「１日」（16.0%）、「３日」「10 日」（各 13.1%）

の順となっています。 

（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった日数は「５日」（21.2%）、

「２日」（13.8%）、父親・母親のうち就労していない方が子どもをみた日数は「５

日」（18.2%）、「10 日」（11.7%）の順となっています。 

病児・病後児の保育を利用した日数は、該当者は２人だけで「５日」「6 日」のみ、

ベビーシッターとファミリー・サポート・センターでは該当者がいませんでした。 

また、「仕方なく子どもだけで留守番をさせた」という回答もありました。 

 

問 21 病気やケガで、通常の事業が利用 問 21-1 この１年間の対処方法 
できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あった

78.7%

なかった

18.0%

無回答

3.3%

就学前児童

n=  601人

15.4

50.1

40.0

16.3

0.4

0.0

0.0

0.4

2.5

27.9

0% 25% 50% 75% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

父親・母親のうち、

就労していない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センター

を利用した

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=  473人

－ 128 －
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0.0 0.0 0.0 0.0

50.0 50.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    2人

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

問 21-1.1 父親が休んだ日数 問 21-1.2 母親が休んだ日数 

  

  

 

 

 

 

 

 

問 21-1.3 （同居者を含む）親族・知人に    問 21-1.4 父親・母親のうち、就労して
     子どもをみてもらった日数            いない方がみた日数 

  

  

 

 

 

 

 

 

 問 21-1.5 病児・病後児保育を利用した日数   問 21-1.6 ベビーシッターを利用した日数 

  

  

 

該当者はありません。 

 

 

 

 

問 21-1.7 ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰを利用した日数   問 21-1.8 仕方なく子どもだけで留守番をさせた日数 

  

  

 

該当者はありません。 

 

 

 

38.4

21.9
15.1

2.7

12.3

1.4 0.0 1.4 0.0
4.1 2.7 0.0 0.0 0.0

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   73人

16.0
11.013.1

2.1

16.9

2.1
6.8

1.7 0.4

13.1

3.8 5.5 2.5 5.1

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  237人

10.1
13.812.2

3.7

21.2

2.1
5.3

0.5 0.0

12.7

3.2 4.8 2.6
7.9

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  189人

7.8 10.4 6.5
10.4

18.2

2.6 5.2
1.3 0.0

11.7
5.2 2.6 1.3

16.9

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   77人

0.0

50.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50.0

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    2人

－ 129 －
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0.0 0.0

16.7

8.3

33.3

0.0

8.3

0.0 0.0

16.7

0.0 0.0 0.0

16.7

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   12人

 問 21-1.9 その他 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－ 130 －



 

131 

7.4
14.917.0

4.3
9.6

4.3 6.4
1.1 0.0

10.6
2.1 2.1 1.1

19.1

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   94人

できれば

病児・病後

児保育施設

等を利用

したい

38.5%

利用したい

とは思わな

い

58.6%

無回答

2.9%

就学前児童

n=  244人

父親・母親が休んだ方の病児・病後児保育施設の利用意向をみると、38.5％の

方が利用を希望し、その利用日数は「３日」（17.0%）、「２日」（14.9％）の順と

なっています。 

また、子どもを預ける場合の望ましい事業形態は、「保育所や幼稚園等に併設し

た施設」が最も多くなっています。 

一方、利用意向のない方の理由は、「親が仕事を休んで対応する」（58.0%）、「病

児・病後児を他人に看てもらうのは不安」（56.6%）、「利用料がかかる」（32.9%）

の順となっています。 

父母が休む以外の対処方法を選んだ方についても、「できれば仕事を休んで看た

い」という回答は、４割を超えています。一方、「仕事を休んで看ることは非常に

難しい」の理由は、「子どもの看護を理由に休みが取れない」（48.5%）が最も

多くなっています。 

 

問 21-2 父親・母親が休んだ方の病児・病後児保育施設利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-3 子どもを預ける場合の望ましい希望日数（年間）と事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

74.5

70.2

11.7

2.1

1.1

0% 25% 50% 75% 100%

保育所や幼稚園等に

併設した施設

小児科に併設した施設

地域住民が子育て家庭等

のような身近な場所で保育

その他

無回答

就学前児童

n=   94人

－ 131 －
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できれば

仕事を休ん

で看たい

45.0%

休んで看る

ことは非常

に難しい

25.2%

無回答

29.8%

就学前児童

n=  262人

問 21-4 病児・病後児のための保育施設利用意向のない方の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-5 父母が休む以外の対処方法を選んだ方の「父母が休んで看たい」意向と希望日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-6 「仕事を休んで看ることは非常に難しい」の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.6

8.4

5.6

32.9

23.8

58.0

14.0

1.4

0% 25% 50% 75% 100%

病児・病後児を

他人に看てもらうのは不安

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性（立地や利用可能

時間・日数など）がよくない

利用料がかかる

利用料がわからない

親が仕事を休んで対応する

その他

無回答

就学前児童

n=  143人

48.5

9.1

13.6

43.9

1.5

0% 25% 50% 75% 100%

子どもの看護を理由に

休みがとれない

自営業なので休めない

休暇日数が足りないので

休めない

その他

無回答
就学前児童

n=   66人

7.6

16.115.3

4.2

23.7

1.7
5.1

0.0 0.0
7.6

1.7 1.7 0.0

15.3

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  118人

－ 132 －
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２ 地域の子育て支援事業の現状と今後の利用意向 

（１）地域子育て支援拠点事業の利用について 

「ゆめはーと寒河江」の利用状況をみると、22.0％で、その他当該自治体で実施

している類似の事業を利用している方は 5.6％となっています。 

１週当たりの利用回数は、「ゆめはーと寒河江」では、「１回」（91.3%）が大

多数を占めています。その他当該自治体で実施している類似の事業も同様に、「１

回」（90.9%）となっています。 

 

問 16 地域子育て支援拠点事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 地域子育て支援拠点事業の利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 その他類似事業の利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.0

5.6

58.4

17.9

0% 25% 50% 75% 100%

総合子どもセンター「ゆめはーと寒河江」

を利用している

その他当該自治体で実施している

類似の事業を利用している

利用していない

無回答

就学前児童

n=  782人

91.3

1.7 1.7 1.7 0.6 0.0 0.0 2.9

0%

25%

50%

75%

100%

１

回

２

回

３

回

４

回

５

回

６

回

７

回

無

回

答

就学前児童

n=  172人

90.9

2.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0
4.5

0%

25%

50%

75%

100%

１

回

２

回

３

回

４

回

５

回

６

回

７

回

無

回

答

就学前児童

n=   44人

－ 133 －



132 

今は利用して

いないが今後

利用したい

28.3%

すでに利用し

ているが今後

利用日数を

増やしたい

18.2%

新たに利用

したり、利用

日数を増やし

たいとは

思わない

38.7%

無回答

14.8%

就学前児童

n=  782人

 

問 17 未利用者・利用者の利用及び利用回数増加希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 未利用者の希望利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 既利用者の増やしたい利用回数（１週当たり） 

 

 

 

 

 

 

  

未利用者は、「今は利用していないが今後利用したい」（28.3％）、利用者は「す

でに利用しているが今後利用日数を増やしたい」（18.2％）となり、利用に関する

希望はやや増加している様子がうかがえます。 

未利用者の希望利用回数（１週当たり）は、「１回」（83.3%）が大多数を占めて

います。また、既利用者の増やしたい利用回数（１週当たり）は、「1回」（78.9%）、

「2回」（9.2%）の順となっています。 

83.3

4.5
0.0 0.0 0.5 0.0 0.0

11.8

0%

25%

50%

75%

100%

１

回

２

回

３

回

４

回

５

回

６

回

７

回

無

回

答

就学前児童

n=  221人

78.9

9.2
1.4 0.7 0.7 0.0 0.0

9.2

0%

25%

50%

75%

100%

１

回

２

回

３

回

４

回

５

回

６

回

７

回

無

回

答

就学前児童

n=  142人

－ 134 －
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（２）不定期の一時保育の利用について 

一時保育の利用状況をみると、「一時預かり」（1.4%）、「幼稚園の預かり保育」

（6.6%）をはじめ、あまり利用がない状況です。 

利用していない理由は、「特に利用する必要がない」（78.8%）、「事業の利用方法

（手続き等）がわからない」（18.6%）、「利用料がかかる・高い」（14.8%）の順と

なっています。 

 

問 22 一時保育事業の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22-1 一時保育を利用していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.4

6.6

1.5

0.0

0.0

0.3

80.9

9.7

0% 25% 50% 75% 100%

一時預かり※1

幼稚園の預かり保育※2

ファミリー・サポート

・センター※3

夜間看護等事業※4：

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

就学前児童

n=  782人

78.8

3.5

4.1

6.6

14.8

11.2

9.3

18.6

5.2

0.6

0% 25% 50% 75% 100%

特に利用する必要がない

利用したい事業が地域にない

地域の事業の質に不安がある

地域の事業の利便性がよくない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのか

どうかわからない

事業の利用方法（手続き等）

がわからない

その他

無回答

就学前児童

n=  633人

※1 一時預かり：私用など理由を問わずに保育所などで一時的に子どもを保育する事業 
※2 幼稚園の預かり保育：通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ  
※3 ファミリー・サポート・センター：地域住民が子どもを預かる事業 
※4 夜間看護等事業：児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業 
 

－ 135 －
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0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

7.7
3.8

9.6
3.8

13.5

0.0
3.8 1.9 0.0

21.2

3.8
9.6

17.3

3.8

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   52人

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

事業別に利用日数をみると、一時預かりは、年間「１日」「10日」「11－15日」（各

18.2％）が多くなっています。 

 

問 22.1 一時預かり（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園の預かり保育は、年間「10日」（21.2%）、「21日以上」（17.3％）の順、

ファミリー・サポート・センターは、「１日」（33.3%）、「２日」「10日」（16.7%）

の順に多くなっています。 

夜間養護等事業（トワイライトステイ）とベビーシッターは、利用者がいませんで

した。 

 

問 22.2 幼稚園の預かり保育（年間） 問 22.3 ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ（年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 22.4 夜間養護等事業（年間） 問 22.5 ベビーシッター（年間） 

 

 

 

該当者はありません。 該当者はありません。 

 

 

 

 問 22.6 その他（年間） 

18.2

9.1

0.0

9.1 9.1

0.0 0.0 0.0 0.0

18.2 18.2

0.0

9.1 9.1

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   11人

33.3

16.7

8.3

0.0

8.3

0.0 0.0 0.0 0.0

16.7

0.0 0.0

8.3 8.3

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   12人
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0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

50.0 50.0

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    2人

利用

したい

21.1%

利用する

必要は

ない

57.4%

無回答

21.5%

就学前児童

n=  782人

0.6 1.2 2.4 1.2 3.0 4.8 1.8 1.2 0.0

10.3 9.7
4.2

13.3

46.1

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  165人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一時保育事業の利用希望とその目的をみると、「利用する必要はない」（57.4％）、

「利用したい」（21.1％）となっています。利用したい方の利用目的は、「冠婚葬祭、

学校行事、子どもや親の通院等」（17.0％）、「不定期の就労」（12.7％）、「私用、リ

フレッシュ目的」（8.5％）の順となっています。 

また、利用希望年間合計日数は、「21日以上」（13.3％）が最も多く、次いで「10

日」（10.3％）となっています。 

 

問 23 一時保育事業の利用希望とその目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 23.1利用希望年間合計日数 

  

 

 

 

 

 

 

8.5

17.0

12.7

7.9

67.9

0% 25% 50% 75% 100%

私用(買物、子ども(兄弟

姉妹を含む)や親の習い事等)、

リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子ども

(兄弟姉妹を含む)や親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

就学前児童

n=  165人
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目的ごとの希望利用日数をみると、私用・リフレッシュ目的は、年間「５日」

（21.4%）、「３日」「11－15日」（各14.3％）の順となっています。 

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院目的は、「５日」（25.0%）、「10日」

（14.3％）の順となっています。 

不定期の就労目的は、「10日」（23.8％）、「７日」「21日以上」（各14.3%）の

順となっています。 

その他の目的は、「10日」（23.1%）、「21日以上」（15.4%）と回答しています。 

 

問 23.1① 私用、リフレッシュ目的   問 23.1② 冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 23.1③ 不定期の就労目的 問 23.1④ その他の目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもを預ける場合の望ましい事業形態は、「大規模施設で子供を預かる事業」

（67.3%）、「小規模施設で子供を預かる事業」（39.4%）、「地域住民等が子育て家

庭等近くの場所で保育する事業」（17.6%）の順となっています。 

 

問 23-1 子どもを預ける場合の望ましい事業形態 

 

 

 

 

 

  

67.3

39.4

17.6

2.4

3.0

0% 25% 50% 75% 100%

大規模施設で子どもを預かる事業

小規模施設で子どもを預かる事業

地域住民等が子育て家庭等

近くの場所で保育する事業

その他

無回答

就学前児童

n=  165人

7.1
0.0

14.3
7.1

21.4

7.1 7.1
0.0 0.0

7.1
14.3

0.0
7.1 7.1
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60%
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１
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日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   14人

7.1 7.1 7.1
0.0

25.0

3.6
10.7

0.0 0.0

14.3
7.1

0.0
3.6

14.3

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   28人

7.7
0.0

7.7
0.0

7.7
0.0 0.0 0.0 0.0

23.1

0.0
7.7

15.4

30.8

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   13人

0.0 0.0

9.5

0.0

9.5

0.0

14.3

0.0 0.0

23.8

9.5
4.8

14.314.3

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

10

日

11

｜

15

日

16

｜

20

日

21

日

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   21人
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（３）宿泊を伴う一時保育の利用について 

この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預けたことの有無

をみると、該当者は 14.8％となっています。 

この対処方法は、「（同居人を含む）親族・知人にみてもらった」（29.3%）が最も

多くなっています。また、親族・知人にみてもらった場合の困難度は、「特に困難で

はない」（38.2％）、「どちらかというと困難」（32.4％）、「非常に困難」（23.5％）

となっています。 

 

問 24 この１年間に保護者の用事等で子どもを泊りがけで家族以外に預けたことの有無 

問 24 １年間の対処方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※短期入所生活援助事業：児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業 

 

問 24-1 親族・知人にみてもらった場合の困難度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

29.3

0.0

0.0

6.0

0.0

2.6

64.7

0% 25% 50% 75% 100%

(同居者を含む)親族・知人に

みてもらった

短期入所生活援助事業※

(ｼｮｰﾄｽﾃｲ)を利用した

ｼｮｰﾄｽﾃｲ以外の保育事業

を利用した

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで

留守番をさせた

その他

無回答

就学前児童

n=  116人

あった

14.8%

なかった

72.6%

無回答

12.5%

就学前児童

n=  782人

非常に

困難

23.5%

どちらか

というと

困難

32.4%

特に困難

ではない

38.2%

無回答

5.9%

就学前児童

n=   34人
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35.3

20.6

0.0 2.9
8.8

2.9 5.9
0.0 0.0

8.8
2.9 0.0

11.8

0.0

0%

20%

40%

60%

80%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=   34人

0%

20%

40%

60%

80%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

0%

20%

40%

60%

80%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    0人

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった泊数は、「1 泊」（35.3%）、「２泊」

（20.6%）の順となっています。 

ショートステイ、ショートステイ以外の保育事業を利用した方はいませんでした。 

仕方なく子どもを同行させた方は７人で、泊数は、「１泊」「３泊」（各 28.6%）、

「２泊」「21泊以上」（各 14.3%）となっています。 

また、仕方なく子どもだけで留守番をさせた方もいませんでした。 

 

問 24.1① （同居者を含む）親族・知人に 問 24.1② ｼｮ-ﾄｽﾃｲを利用した泊数 
   みてもらった泊数 

 

 

 

該当者はありません。 

 

 

 
 
 

 問 24.1③ ｼｮ-ﾄｽﾃｲ以外の保育事業を利用した泊数 問 24.1④ 仕方なく子どもを同行させた泊数 

 

 

 

該当者はありません。 

 

 

 
 
 

問 24.1⑤ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた泊数 問 24.1⑥ その他の対処をした泊数 

 

 

 

該当者はありません。 

 

 

  

28.6

14.3

28.6

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

14.314.3

0%

20%

40%

60%

80%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    7人

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

33.3

0%

25%

50%

75%

100%

１

泊

２

泊

３

泊

４

泊

５

泊

６

泊

７

泊

８

泊

９

泊

10

泊

11

｜

15

泊

16

｜

20

泊

21

泊

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    3人
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47.1

16.4

36.0

16.4

3.2

0.5

10.6

36.0

41.3 

13.9 

31.7 

11.1 

3.5 

0.2 

9.6 

45.7 

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  189人

小学校児童

n=  460人

小学校高学年（になった場合）の過ごし方

45.5

16.4

25.9

27.0

4.8

0.5

11.6

28.6

46.1 

15.0 

29.6 

17.2 

3.9 

0.0 

9.8 

36.3 

0% 25% 50% 75% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人

宅

塾や習い事

放課後児童クラブ

（学童保育）

放課後子ども教室

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ

その他

（公民館、公園など）

無回答

就学前児童

n=  189人

小学校児童

n=  460人

小学校低学年（になった場合）の過ごし方

３ 放課後の過ごし方について 

（１）平日の放課後の過ごし方について 

放課後の過ごし方をみると、就学前児童では小学校低学年のうちは「自宅」

（45.5%）、「放課後児童クラブ」（27.0%）、「塾や習い事」（25.9%）の順に希

望しています。小学校高学年になると、「放課後児童クラブ」が 16.4%で 10.6

ポイント減少した一方で、「塾や習い事」（36.0%）が 10.1 ポイント増加してい

ます。 

また、小学校児童では小学校低学年のうちは「自宅」（46.1%）、「塾や習い事」

（29.6%）、「放課後児童クラブ」（17.2%）の順に希望しています。小学校高学

年になると、「放課後児童クラブ」（11.1%）が 6.1 ポイント減少した一方で、「塾

や習い事」がやや増加しています。 

 

問 25・問 26[問 10・問 11] 放課後の過ごし方の希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「小学校低学年」は１～３年生、「小学校高学年」は 4～6 年生、「小学校児童」は１～６年生の
意味です。  
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就学前児童の保護者が放課後を過ごさせたい具体的な場所と日数をみると、「自

宅」では、「５日」（低学年時期 27.9%・高学年時期 22.5％）が最も多くなって

います。「祖父母宅や友人・知人宅」では、「１日」（低学年時期 29.0%・高学年

時期 35.5％）が最も多くなっています。 

「塾や習い事」では、低学年の時期は「１日」（63.3%）、高学年の時期は「２

日」（35.3％）が、「放課後児童クラブ」では、「５日」が低学年の時期は７割近

く、高学年の時期はほぼ半数を占めています。 

「放課後子ども教室」では、「１日」（低学年時期 66.7%・高学年時期 83.3％）

が最も多くなっています。 

「ファミリー・サポート・センター」の利用希望は１人だけで、低学年・高学

年の時期ともに「３日」と回答しています。 

一方、小学校児童の保護者が放課後を過ごさせたい具体的な場所と日数をみる

と、「自宅」では、「５日」（低学年時期 35.8%・高学年時期 31.6％）が最も多

くなっています。「祖父母宅や友人・知人宅」では、低学年の時期は「２日」

（27.5％）、高学年の時期は「１日」（35.9％）が最も多くなっています。 

「塾や習い事」では、低学年・高学年の時期ともに「１～3 日」という回答が

大半を占めています。「放課後児童クラブ」では、就学前児童の保護者の回答と同

様に、「５日」（低学年時期 58.2%・高学年時期 54.9％）が最も多くなっていま

す。 

「放課後子ども教室」では、低学年の時期は「２日」（44.4%）、高学年の時期

は「１日」（56.3％）で、ともに半数近い回答となっています。 

「ファミリー・サポート・センター」については就学前児童と同様、利用希望

はほとんどなく、高学年の時期に「１日」と 1人が回答しています。 
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4.7 
10.5 

17.4 
14.0 

27.9 

3.5 
4.7 

17.4 7.1
16.5

12.3 11.8

35.8

2.8

8.0

5.7

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   86人

小学校児童

n=  212人

6.7

16.9

13.5 11.2
22.5

4.5
4.5

20.2
8.9 16.8

17.9

7.9

31.6

2.6

5.3 8.9

0%

20%

40%

60%

80%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   89人

小学校児童

n=  190人

29.0 

25.8 

12.9 
3.2 

16.1 

0.0 0.0 

12.9 24.6 
27.5 

15.9 
5.8 13.0 5.8 0.0 7.2 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   31人

小学校児童

n=   69人

35.5 

19.4 16.1 6.5 
9.7 

0.0 0.0 

12.9 

35.9 

29.7 

4.7 4.7 

10.9 

6.3 0.0 7.8 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   31人

小学校児童

n=   64人

63.3 

26.5 

8.2 2.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 

47.1 
34.6 

14.0 

1.5 

2.2 
0.0 0.0 0.7 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   49人

小学校児童

n=  136人

33.8 35.3 

20.6 
2.9 

1.5 0.0 0.0 

5.9 

36.3 35.6 

22.6 

1.4 

2.1 
0.0 0.0 

2.1 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   68人

小学校児童

n=  146人

問 25 問 26[問 10 問 11] 放課後の過ごし方の希望日数 
                 （※小学生は現状または希望する日数） 

 

 

 自宅 

 

  

  

 

 

 

 

 

祖父母宅や友人・知人宅 

 

  

  

 

 

 

 

 

塾や習い事 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

小学校高学年（になった場合）の過ごし方 小学校低学年（になった場合）の過ごし方 
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2.0 
5.9 

7.8 

5.9 

68.6 

7.8 2.0 
0.0 0.0 

10.1 

7.6 

8.9 

58.2 

12.7 

0.0 

2.5 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   51人

小学校児童

n=   79人

6.5 

16.1 16.1 

6.5 

48.4 

6.5 
0.0 0.0 3.9 

9.8 9.8 
9.8 

54.9 

7.8 0.0 3.9 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   31人

小学校児童

n=   51人

66.7 

11.1 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

22.2 

38.9 
44.4 

11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 
5.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=    9人

小学校児童

n=   18人

83.3 

16.7 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

56.3 

18.8 
18.8 

0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=    6人

小学校児童

n=   16人

27.3 

36.4 
22.7 

0.0 
9.1 

0.0 0.0 4.5 

28.9 

40.0 

8.9 

0.0 
6.7 

0.0 0.0 

15.6 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   22人

小学校児童

n=   45人

20.0 

55.0 

0.0 0.0 

20.0 

0.0 0.0 5.0 

38.6 
36.4 

4.5 0.0 9.1 0.0 0.0 
11.4 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=   20人

小学校児童

n=   44人

0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=    1人

小学校児童

n=    0人

0.0 0.0 

100.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

100.0 

0.0 
0.0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

0%

25%

50%

75%

100%

１

日

２

日

３

日

４

日

５

日

６

日

７

日

無

回

答

就学前児童

n=    1人

小学校児童

n=    1人

 

 放課後児童クラブ（学童保育） 

 

  

  

 

 

 

 

 

 放課後子ども教室 

 

  

  

 

 

 

 

 

 ファミリー・サポート・センター 

 

  

  

 

 

 

 

 

 その他（公民館、公園等） 

 

  

  

 

 

 

  

小学校高学年（になった場合）の過ごし方 小学校低学年（になった場合）の過ごし方 
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7.8

0.0

0.0

0.0

11.8

27.5

49.0

2.0

0.0

0.0

2.0

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   51人

下校時から放課後児童クラブを何時まで利用したいかをみると、就学前児童では

「18時台」（低学年時期 49.0%・高学年時期 41.9％）が最も多くなっています。 

小学校児童も同様に、「18 時台」（低学年時期 53.2%・高学年時期 56.9％）

が最も多くなっています。 

 

「放課後児童クラブ」を選んだ場合の具体的な利用希望時間（就学前児童の希望） 

 【小学校低学年の時期】 【小学校高学年の時期】 

 問 25 下校時からの利用希望時刻 問 26 下校時からの利用希望時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「放課後児童クラブ」を選んだ場合の具体的な利用希望時間（小学校児童の希望） 

 【小学校低学年の時期】 【小学校高学年の時期】 

 ［問 10］ 下校時からの利用希望時刻 ［問 11］ 下校時からの利用希望時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.7

0.0

0.0

0.0

9.7

32.3

41.9

3.2

0.0

0.0

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   31人

6.3

0.0

0.0

0.0

3.8

27.8

53.2

3.8

0.0

0.0

5.1

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

小学校児童

n=   79人

3.9

0.0

0.0

0.0

0.0

25.5

56.9

7.8

0.0

0.0

5.9

0% 25% 50% 75% 100%

12時台以前

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

小学校児童

n=   51人
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低学年

の間は

利用し

たい

37.7%

高学年

になっ

ても利

用した

い

20.8%

利用す

る必要

はない

37.7%

無回答

3.8%

就学前児童

n=   53人

（２）土曜日の放課後児童クラブ利用について 

放課後児童クラブの土曜日の利用希望をみると、就学前児童では「低学年の間

は利用したい」「利用する必要はない」（各 37.7％）、「高学年になっても利用し

たい」（20.8％）となっています。一方、小学校児童では「低学年の間は利用し

たい」（24.7％）、「高学年になっても利用したい」（29.6％）、「利用する必要は

ない」（38.3％）となっており、小学校児童の希望割合がやや減少しています。 

希望利用開始時刻では、「８時台」（就学前児童 67.7％・小学校児童 63.6％）

が最も多く、希望利用終了時刻では、「18 時台」（就学前児童 48.4％・小学校児

童 61.4％）が最も多くなっています。 

 

 問 27  土曜日の利用希望 ［問 12］  土曜日の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27(1).1 土曜日の希望利用開始時間 ［問 12］(1).1 土曜日の希望利用開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

0.0

9.7

67.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.7

9.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   31人

0.0

0.0

20.5

63.6

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

2.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

小学校児童

n=   44人

低学年

の間は

利用し

たい

24.7%

高学年

になっ

ても利

用した

い

29.6%

利用す

る必要

はない

38.3%

無回答

7.4%

小学校児童

n=   81人

－ 146 －
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問 27(1).2 土曜日の希望利用終了時間 ［問 12］(1).2 土曜日の希望利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）長期休暇期間中の放課後児童クラブ利用について 

長期休暇中の利用希望をみると、就学前児童では「低学年の間は利用したい」

（28.6％）、「高学年になっても利用したい」（14.3％）、「利用する必要はない」

（45.0％）となっています。一方、小学校児童では「低学年の間は利用したい」

（16.5％）、「高学年になっても利用したい」（18.3％）、「利用する必要はない」

（55.9％）となっています。 

希望利用開始時刻では、「8 時台」（就学前児童 61.7％・小学校児童 65.6％）

が最も多く、希望利用終了時刻では、「18 時台」（就学前児童 38.3％・小学校児

童 48.8％）が最も多くなっています。 

 

 問 28 長期休暇中の利用希望 ［問 13］ 長期休暇中の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

3.2

0.0

3.2

3.2

32.3

48.4

3.2

0.0

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

６時…

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時…

無回答

就学前児童

n=   31人

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.3

6.8

0.0

0.0

2.3

4.5

13.6

61.4

6.8

0.0

0.0

2.3

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

小学校児童

n=   44人

低学年

の間は

利用し

たい

28.6%

高学年

になっ

ても利

用した

い

14.3%

利用す

る必要

はない

45.0%

無回答

12.2%

就学前児童

n=  189人

低学年

の間は

利用し

たい

16.5%

高学年

になっ

ても利

用した

い

18.3%

利用す

る必要

はない

55.9%

無回答

9.3%

小学校児童

n=  460人

－ 147 －
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 問 28 長期休暇中の希望利用開始時間 ［問 13］ 長期休暇中の希望利用開始時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問 28 長期休暇中の希望利用終了時間    ［問 13］ 長期休暇中の希望利用終了時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

0.0

16.0

61.7

17.3

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   81人

0.0

0.0

18.8

65.6

13.8

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

小学校児童

n=  160人

3.7

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

1.2

2.5

4.9

13.6

25.9

38.3

4.9

0.0

0.0

2.5

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

就学前児童

n=   81人

4.4

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0.0

0.6

6.3

6.9

20.6

48.8

8.1

0.6

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

６時以前

６時台

７時台

８時台

９時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

21時以後

無回答

小学校児童

n=  160人
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32.7

33.2

39.0

38.0

47.7

46.3

46.3

41.6

34.3

32.7

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

４ 子育て支援事業の周知・利用状況と今後の利用意向について 

子育て支援事業の周知度をみると、「寒河江市の市報の保健だよりのコーナー」

（80.2％）、「母親（父親）学級、両親学級、育児学級」（74.2％）、「ハートフル

センターの子育て支援相談窓口」（73.0％）が上位を占めているものの、「家庭教

育に関する学級・講座」（24.2％）、「教育相談センター・教育相談室」（35.3％）

の周知度は低くなっています。 

周知度が高くて利用が少ない事業は、「ハートフルセンターの子育て支援相談

窓口」（16.8％）、「寒河江市の市報の保健だよりのコーナー」（29.5％）があげ

られます。 

今後の利用希望が多い事業は、「保育所や幼稚園の園庭等の開放」（47.7％）、

「ハートフルセンターの子育て支援相談窓口」「寒河江市の市報の保健だよりの

コーナー」（各 46.3％）の順となっています。 

 

 問 18 周知状況 利用状況 今後の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.2

46.3

24.2

35.3

70.2

73.0

80.2

59.8

47.8

56.3

0% 25% 50% 75% 100%

母親（父親）学級、

両親学級、育児学級

保健所の情報・

相談事業

家庭教育に関する

学級・講座

教育相談センター・

教育相談室

保育所や幼稚園の

園庭等の開放

ハートフルセンター

の

子育て支援相談窓口

寒河江市の市報の

保健だよりのコー

ナー

保健師の相談事業

「ゆめはーと寒河

江」

の交流会

子育てサロン事業

就学前児童

n=  782人

34.7

10.1

3.5

4.1

32.9

16.8

29.5

21.6

11.6

11.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  782人

－ 149 －
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38.5

0.9

41.0

0.8

18.0

79.8

2.4

18.5

0% 25% 50% 75% 100%

母親

n=  782人

父親

n=  782人

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答

第４章 育児休業制度の利用状況 

１ 育児休業制度の利用状況 

育児休業制度の利用状況をみると、母親は「取得した（取得中である）」（41.0％）

に対して、父親は「取得した（取得中である）」（0.8％）となり、父親が取得す

ることの難しさがうかがえます。 

また、育児休業を利用しない理由について、母親は「職場に育児休業を取りに

くい雰囲気があった」（22.0％）、「職場に育児休業の制度がなかった」（17.7％）、

「収入減となり、経済的に苦しくなる」（17.0％）の順となっています。一方、

父親は「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必

要がなかった」（26.8％）、「仕事が忙しかった」（24.5％）、「収入減となり、経

済的に苦しくなる」（24.0％）など、母親の理由とは異なる状況がうかがえます。 

 

問 29 育児休業制度の利用状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

－ 150 －
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問 29 育児休業を利用しない理由 

（母親）          （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

21.8

24.5

0.3

3.0

3.5

24.0

1.0

19.1

26.8

0.0

6.9

0.5

1.3

0.0

5.4

33.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=  624人

22.0

14.2

7.8

5.0

1.4

17.0

2.8

0.0

16.3

14.9

17.7

2.1

0.0

1.4

19.1

29.8

0% 25% 50% 75% 100%

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所などに預けることができた

配偶者が育児休業制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族に

みてもらえるなど、制度を利用する必要が

なかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業の制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

有期雇用のため育児休業の取得要件を

満たさなかった

育児休業を取得できることを知らなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を

取得できることを知らず、退職した

その他

無回答

就学前児童

n=  141人

－ 151 －
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育児休業給付と社会保険料免除の仕組みの認知状況をみると、「育児休業給付、

保険料免除のいずれも知っていた」（31.6％）、「育児休業給付のみを知っていた」

（33.2％）、「保険料免除のみを知っていた」（1.2％）となっている一方、「育児

休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった」（31.1％）という回答もまだ多

い状況です。 

 

問 29-1 育児休業給付の支給と健康保険・厚生年金保険料免除の仕組みを知っている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育児休業取得後の対処をみると、母親は「育児休業取得後、職場に復帰した」

（81.3％）、「現在も育児休業中である」（10.3％）、「育児休業中に離職した」

（3.4％）の順となっています。一方で父親は、「育児休業取得後、職場に復帰し

た」（83.3％）状況となっており、「現在も育児休業中である」「育児休業中に離

職した」方はいませんでした。 

 

問 29-2 育児休業後の対処 

（母親）                 （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

育児休業給

付、保険料免

除のいずれも

知っていた

31.6%

育児休業給

付のみ知っ

ていた

33.2%

保険料免除の

み知っていた

1.2%

育児休業給

付、保険料免

除のいずれも

知らなかった

31.1%

無回答

2.9%

就学前児童

n=  782人

育児休業

取得後、

職場に復

帰した

83.3%

無回答

16.7%

就学前児童

n=    6人

育児休業取

得後、職場

に復帰した

81.3%

現在も育児

休業中で

ある

10.3%

育児休業中

に離職した

3.4%

無回答

5.0%

就学前児童

n=  321人

－ 152 －
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0.0

40.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20.0

0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=    5人

0.0 0.0 1.5 0.0

24.1

1.5
11.1

16.9

37.2

7.7

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=  261人

問 29-4(2) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月年齢と希望月年齢（父親） 

（実際月齢）     （希望月齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳までの育児休業制度があった場合の子どもの希望月齢をみると、母親は

「31 か月以上」（37.2％）が 4 割近くを占め、父親は「４－６か月」「10－12

か月」「31 か月以上」（各 20.0％）となっています。 

 

問 29-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望月齢 

（母親）                    （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

60.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=    5人

0.0 0.0

20.0

0.0

20.0

0.0 0.0 0.0

20.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=    5人

151 

0.0

7.3

21.1

14.9

40.2

6.1 4.2 2.3 1.1 2.7

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  261人

年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

20.0%

それ以外

だった

80.0%

就学前児童

n=    5人

年度初めの

入所に合わ

せたタイミ

ングだった

27.2%

それ以外

だった

71.3%

無回答

1.5%

就学前児童

n=  261人

育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親は「年度初めの入所に合

わせたタイミングだった」（27.2％）、「それ以外だった」（71.3％）となってい

ます。父親についても、ほぼ同じ傾向がみられます。 

育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢をみると、母親は希望月齢とも

に「10―12か月」が最も多くなっています。父親は実際月齢と希望月齢ともに

「１―３か月」が最も多くなっています。 

 

問 29-3 育児休業後に職場へ復帰した時期 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-4(1) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（母親） 

（実際月齢）     （希望月齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.4 1.9 1.9

48.3

3.4

12.3 10.3 10.0 11.5

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  261人
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0.0

7.3

21.1

14.9

40.2

6.1 4.2 2.3 1.1 2.7

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=  261人

年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

20.0%

それ以外

だった

80.0%

無回答

0.0%

就学前児童

n=    5人

年度初めの

入所に合わ

せたタイミ

ングだった

27.2%

それ以外

だった

71.3%

無回答

1.5%

就学前児童

n=  261人

育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親は「年度初めの入所に合

わせたタイミングだった」（27.2％）、「それ以外だった」（71.3％）となってい

ます。父親についても、ほぼ同じ傾向がみられます。 

育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢をみると、母親は希望月齢とも

に「10―12 か月」が最も多くなっています。父親は実際月齢と希望月齢ともに

「１―３か月」が最も多くなっています。 

 

問 29-3 育児休業後に職場へ復帰した時期 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-4(1) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（母親） 

（実際月齢）     （希望月齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.4 1.9 1.9

48.3

3.4

12.3 10.3 10.0 11.5

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=  261人

－ 153 －



152 

0.0

40.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20.0

0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    5人

0.0 0.0 1.5 0.0

24.1

1.5
11.1

16.9

37.2

7.7

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=  261人

問 29-4(2) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月年齢と希望月年齢（父親） 

（実際月齢）     （希望月齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳までの育児休業制度があった場合の子どもの希望月齢をみると、母親は

「31か月以上」（37.2％）が 4割近くを占め、父親は「４－６か月」「10－12

か月」「31か月以上」（各 20.0％）となっています。 

 

問 29-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望月齢 

（母親）                    （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

60.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    5人

0.0 0.0

20.0

0.0

20.0

0.0 0.0 0.0

20.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か

月

４

｜

６

か

月

７

｜

９

か

月

10

｜

12

か

月

13

｜

15

か

月

16

｜

18

か

月

19

｜

30

か

月

31

か

月

以

上

無

回

答

就学前児童

n=    5人
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0.0

40.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20.0

0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=    5人

0.0 0.0 1.5 0.0

24.1

1.5
11.1

16.9

37.2

7.7

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=  261人

問 29-4(2) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月年齢と希望月年齢（父親） 

（実際月齢）     （希望月齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３歳までの育児休業制度があった場合の子どもの希望月齢をみると、母親は

「31 か月以上」（37.2％）が 4 割近くを占め、父親は「４－６か月」「10－12

か月」「31 か月以上」（各 20.0％）となっています。 

 

問 29-5 ３歳までの育児休業があった場合の子どもの希望月齢 

（母親）                    （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

60.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=    5人

0.0 0.0

20.0

0.0

20.0

0.0 0.0 0.0

20.0

40.0

0%

25%

50%

75%

100%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=    5人
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0.0

7.3

21.1

14.9

40.2

6.1 4.2 2.3 1.1 2.7

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=  261人

年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

20.0%

それ以外

だった

80.0%

無回答

0.0%

就学前児童

n=    5人

年度初めの

入所に合わ

せたタイミ

ングだった

27.2%

それ以外

だった

71.3%

無回答

1.5%

就学前児童

n=  261人

育児休業取得後に職場へ復帰した時期をみると、母親は「年度初めの入所に合

わせたタイミングだった」（27.2％）、「それ以外だった」（71.3％）となってい

ます。父親についても、ほぼ同じ傾向がみられます。 

育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢をみると、母親は希望月齢とも

に「10―12 か月」が最も多くなっています。父親は実際月齢と希望月齢ともに

「１―３か月」が最も多くなっています。 

 

問 29-3 育児休業後に職場へ復帰した時期 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-4(1) 育児休業から復帰したときの子どもの実際月齢と希望月齢（母親） 

（実際月齢）     （希望月齢） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0 0.4 1.9 1.9

48.3

3.4

12.3 10.3 10.0 11.5

0%

15%

30%

45%

60%

0

か

月

１

｜

３

か…

４

｜

６

か…

７

｜

９

か…

10

｜

12

か…

13

｜

15

か…

16

｜

18

か…

19

｜

30

か…

31

か

月

以…

無

回

答

就学前児童

n=  261人
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0.0

40.0

20.0

0.0

40.0

40.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に

入れなかったため

自分や子どもなどの体調が

思わしくなかったため

配偶者や家族の希望が

あったため

職場の受け入れ態勢が

整っていなかったため

子どもをみてくれる人が

いなかったため

その他

無回答

就学前児童

n=    5人

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    0人

育児休業から「希望」より早く職場復帰した理由をみると、母親は「経済的な

理由で早く復帰する必要があった」（51.2％）、「人事異動や業務の節目の時期に

合わせるため」（35.5％）、「配偶者や家族の希望があったため」（7.2％）の順と

なっています。父親は「経済的な理由で早く復帰する必要があった」と回答して

います。 

また、育児休業から「希望」より遅く職場復帰した理由をみると、母親は「自

分や子どもなどの体調が思わしくなかったため」「子どもをみてくれる人がいなか

ったため」（各 40.0％）という回答が多く、父親については、該当者がいません

でした。 

 

問 29-6(1) 育児休業から「希望」より早く職場復帰した理由 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 29-6(2) 育児休業から「希望」より遅く職場復帰した理由 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

該当者はありません。 

 

 

 

 

 

  

6.6

7.2

51.2

35.5

25.3

3.6

0% 25% 50% 75% 100%

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望が

あったため

経済的な理由で早く

復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の

時期に合わせるため

その他

無回答

就学前児童

n=  166人
0.0

0.0

100.0

0.0

100.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    1人
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29.1

16.9

48.7

5.4

0% 25% 50% 75% 100%

利用する必要がなかった

（フルタイムで働きたかった、

もともと短時間勤務だった）

利用した

利用したかったが、利用しなかった

（利用できなかった）

無回答

就学前児童

n=  261人

職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況をみると、母親は 16.9%、父親

は 20.0%となっています。 

職場復帰時に短時間勤務制度を利用しない理由は、母親は「職場に短時間勤務

制度を取りにくい雰囲気があった」（65.4％）が最も多くなっています。父親も

ほぼ同じ状況がうかがえます。 

 

問 29-7 職場復帰時における短時間勤務制度の利用状況 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

問 29-8 職場復帰時に短時間勤務制度を利用しない理由 

（母親）            （父親） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.4

46.5

26.8

1.6

0.0

17.3

0.0

21.3

22.0

5.5

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

職場に短時間勤務制度を

取りにくい雰囲気があった

仕事が忙しかった

短時間勤務にすると給与が減額される

短時間勤務にすると保育所の

入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や

短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の

親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

職場に短時間勤務制度がなかった

（就業規則に定めがなかった）

短時間勤務制度が利用できることを

知らなった

その他

無回答

就学前児童

n=  127人

66.7

66.7

66.7

0.0

0.0

33.3

0.0

33.3

0.0

0.0

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    3人

0.0

20.0

60.0

20.0

0% 25% 50% 75% 100%

就学前児童

n=    5人
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１歳になる

まで育児休

業を取得し

たい

84.8%

１歳になる

前に復帰し

たい

9.1%

無回答

6.1%

就学前児童

n=   33人

不満

8.2%

やや不満

20.6%

普通

49.6%

やや満足

11.4%

満足

2.7%

無回答

7.5%

就学前児童

n=  782人

１歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望をみると、母

親は「1歳になるまで育児休業を取得したい」が８割を超えています。父親につ

いては、該当者がいませんでした。 

 

問 29-9 １歳になった時に預け先が保障される場合の育児休業取得の希望 

（母親）                 （父親） 

 

 

 

該当者はありません。 

 

 

 

 

 

 

２ 地域の子育て支援の環境や支援への満足度 

地域の子育て支援の環境や支援に対する満足度の状況をみると、就学前児童で

は「普通」と「無回答」を除くと、「満足」と「やや満足」の計が 14.1％、「や

や不満」と「不満」の計が 28.8％で後者が 14.7ポイント上回っています。 

一方、小学校児童は６割近くが「無回答」でしたが、「満足」と「やや満足」

の計が 16.5％、「やや不満」と「不満」の計が 8.3％で前者が 8.2ポイント上回

っています。 

また、満足度に対する回答者の平均点数をみると、就学前児童が 2.78 点、小

学校児童が 3.34点で、小学校児童は「普通（３点）」を上回っています。 

 

問 30[問 14] 地域の子育て支援の環境や支援への満足度の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不満

1.1% やや不満

7.2%

普通

16.5%

やや満足

9.8%

満足

6.7%

無回答

58.7%

小学校児童

n=  460人
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